
  

▲
今
回
は
、三
条
声
明
会
と
し
て
お
取
り
越
し
報
恩
講
を
は
じ
め
三
条

別
院
の
法
要
・
儀
式
に
長
く
携
わ
り
、
ま
た
二
十
三
組
の
新
組
長
に
就

任
さ
れ
た
中
冨
氏
に
、
執
筆
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

多
く
の
お
寺
の
子
供
さ
ん
が
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、

得
度
考
査
で
初
め
て
別
院
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。 

私
も
中
学
生
の
時
に
弟
と
二
人
、
親
に
連
れ
ら
れ
て
別

院
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
事
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
九
年
前
と
六
年
前
に
自
分
の
子
供
と
得
度
考

査
を
受
け
に
子
供
と
訪
れ
た
事
を
感
慨
深
く
感
じ
ま
し

た
。 私

は
、
二
十
年
位
前
に
別
院
で
声
明
を
教
え
て
い
る
と

い
う
事
を
知
り
参
加
し
ま
し
た
。
現
在
も
実
施
し
て
い
る

声
明
教
室
で
す
。
そ
こ
で
当
時
の
列
座
さ
ん
に
本
山
で
声

明
講
習
を
や
っ
て
い
る
事
を
聞
き
、
是
非
参
加
し
た
い
旨

を
伝
え
ま
し
た
。
現
在
も
そ
う
で
す
が
人
気
の
講
習
故
に

二
年
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
し
た
。
別
院

で
は
、
そ
の
間
お
取
り
越
し
報
恩
講
で
の
掛
役
を
や
ら
せ

て
頂
き
、
儀
式
、
作
法
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
本
山
で

の
講
習
は
本
科
三
年
別
科
二
年
の
課
程
で
声
明
の
研
鑽

を
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
普
段
の
自
坊
で
の
法
務
の
お
勤
め

は
も
ち
ろ
ん
、
本
山
、
別
院
で
の
報
恩
講
に
出
仕
す
る
為

の
声
明
を
学
び
ま
す
。
声
明
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

は
、
遡
る
事
二
十
五
年
前
に
、
京
都
大
谷
専
修
学
院
に
在

籍
時
に
体
験
し
た
坂
東
曲
と
の
出
逢
い
で
す
。
見
た
こ
と

も
聞
い
た
事
も
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
い
お
勤
め
で

し
た
。
単
純
に
自
分
も
こ
れ
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た

の
で
す
。
そ
の
事
を
目
標
に
講
習
を
終
え
て
、
本
山
の
報

恩
講
に
出
仕
し
て
坂
東
曲
を
勤
め
る
夢
が
叶
っ
た
の
で

す
。
実
際
お
勤
め
し
て
み
る
と
、
何
と
も
言
え
な
い
感
動

が
あ
り
ま
し
た
。
声
を
ふ
り
絞
っ
て
念
仏
を
唱
え
て
い
る

と
、
今
ま
で
歩
ん
で
き
た
人
生
の
喜
び
苦
し
み
悲
し
み
が

呼
び
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
は
、
今
も
私
の
勇
気
に
な

っ
て
い
る
様
な
気
が
し
ま
す
。 

教
区
で
は
准
堂
衆
と
し
て
声
明
会
に
属
し
て
お
り
、
基

本
声
明
講
習
で
の
、
得
度
を
受
け
る
方
や
葬
儀
式
の
お
勤

め
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
寺
院
の
落
慶
法
要

等
へ
の
出
仕
や
法
要
の
式
事
を
し
た
り
し
ま
す
。 

私
は
こ
の
度
、
組
長
の
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
教
区
改
編
、
慶
讃
法
要
が
あ
り
ま
す
。
任
期
の
三

年
間
、
組
で
の
行
事
の
運
営
等
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

中
冨 

正
純 

氏
（
第
二
十
三
組
福
照
寺
住
職
） 

    

                     

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

  
 
 

白
鳥 

賢 

氏
（
第
十
五
組
本
龍
寺
） 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

 

▲
次
号
は
三
条
別
院
の
立
花
講
習
会
の
担
当
を
さ
れ
て
い
る
白
鳥
氏

か
ら
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。
正
月
か
ら
春
彼
岸
の
立
花
に
つ
い
て
、

花
材
や
立
て
方
な
ど
、
皆
さ
ん
様
々
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
立
て
方
の
コ
ツ
等
に
つ
い
て
記
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 
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現
在
で
も
月
一
回
、
別
院
声
明
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
中
央
声
明

講
習
会
を
受
講
予
定
の
方
、
普
段
の
法
務
に
つ
い
て
研
鑽
し
た
い
方

等
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
級
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

【お取り越し報恩講で御文を拝読する中冨氏】 



  

 

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
の
定
例
法
話
会

を
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
昨
年
よ
り
継
続
し
て

お
り
ま
す
。 

  

 

◆
二
月
の
講
師 

  

渡
邊 

学 

氏
（
第
二
十
三
組
明
正
寺
） 

       ◆
日 

時 

二
〇
二
三
年
二
月
十
三
日
（
月
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

午
後
四
時
三
十
分
（
勤
行
、
座
談
あ
り
） 

※
講
師
の
ご
都
合
で
、
当
初
の
予
定
か
ら
、
二
月
・
三
月

の
講
師
が
入
替
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

◆
今
後
の
講
師 

二
〇
二
三
年 

三
月 

田
澤 

一
明 

氏
（
第
十
九
組
明
誓
寺
） 

四
月 

黒
田  

進  

氏
（
長
浜
教
区
満
立
寺
） 

五
月 

井
上  

円  

氏
（
高
田
教
区
淨
泉
寺
） 

六
月 

藤
場 

芳
子 

氏
（
金
沢
教
区
常
讃
寺
） 

   

◆
期
日 

四
月
十
四
日
（
金
）
か
ら
十
六
日
（
日
） 

◆
本
山
参
拝
日 

四
月
十
五
日
（
第
二
期
法
要
初
日
） 

◆
参
加
費 

六
八
，
〇
〇
〇
円 

本
年
三
月
二
十
五
日
～
四
月
八
日
（
第
一
期
）、
四
月

十
五
日
～
四
月
二
十
九
日
（
第
二
期
）
ま
で
宗
祖
親
鸞

聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法

要
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。
三
条
別
院
で
は
第
二
期
法
要
の

初
日
に
向
け
て
、
各
組
・
寺
院
の
団
参
に
申
込
で
き
な

か
っ
た
方
等
を
対
象
に
、
団
体
参
拝
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
参
拝
す
る
第
二
期
初
日
法
要
は
、
雅
楽
入

り
の
伝
統
法
要
式
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
御
影
堂
の
中

央
席
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
声
明
と
雅
楽
が
奏
で
る

音
声
に
共
に
耳
を
傾
け
、
共
に
お
念
仏
申
す
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
御
本
山
の
参
拝
に
加
え
、
京

都
国
立
博
物
館
の
親
鸞
展
や
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
の
地

日
野
誕
生
院
や
法
界
寺
に
も
参
拝
致
し
ま
す
（
予
定
）。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

 

詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

         

   

三
条
別
院
で
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
（
四
月
八
日 

花

ま
つ
り
）、
親
鸞
聖
人
の
誕
生
日
（
四
月
一
日
）
に
あ
わ

せ
て
、
子
ど
も
奉
仕
団
・
お
誕
生
法
要
を
毎
年
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
に
努
め
、
規
模

を
変
更
し
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

初
め
て
会
う
友
達
と
共
に
、
お
寺
に
触
れ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、「
い
の
ち
の
大
切
さ
・
本
当
の
私
」
に
つ
い
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
楽
し
い
奉
仕
団
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
お
寺
で
あ
そ
ぼ
う 

花
ま
つ
り
」
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◇
開
催
日 

 

四
月
二
日
（
日
） 

◇
対 

象 
 

現
在
小
学
一
年
生
～
五
年
生
の
方 

（
小
学
新
二
年
生
～
小
学
新
六
年
生
） 

◇
会 

 

場 

三
条
別
院 

◇
締 

 

切 

三
月
十
日
（
金
）
必
着
。 

◇
定    

員  

三
十
名 

◇
そ 

の 

他 

三
条
教
区
青
少
年
二
部
門
を
中
心
に
、
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

中
で
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！ 

     
 

宗

祖

親

鸞

聖

人

御

誕

生

八

百

五

十

年 
立

教

開

宗

八

百

年

慶

讃

定

例

法

話

会 

三

条

別

院

子

ど

も

奉

仕

団

に

つ

い

て 

本

山

慶

讃

法

要

団

体

参

拝

募

集 

まってるよ～ 



  
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
月
は
「
年
頭
会
」
と
兼
ね
る
た
め
、
座
談

会
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下

さ
い
。
な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要

を
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

年
頭
会
は
出
席
人
数
を
確
認
し
た
い
た
め
、
参
加
さ

れ
る
方
は
前
日
（
二
十
七
日
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 

◆
日 

時 

二
月
二
十
八
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

正
信
偈 

草
四
句
目
下 

念
仏
讃 

淘
三 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

海 

岸  

秀 

道
（三
条
別
院
輪
番
） 

 

▲
二
月
は
年
頭
会
で
輪
番
よ
り
法
話
で
す
。
三
月
か
ら
は
定
例
布
教

の
法
話
講
師
に
引
き
続
き
御
文
五
帖
目
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。 

  

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

二
月 

海
岸
秀
道
（
三
条
別
院
輪
番
）【
年
頭
会
】 

三
月 

橘 

宗
真 

氏
（
第
二
十
組
顯
了
寺
） 

四
月 

渡
邉
智
子 

氏
（
高
田
教
区
本
立
寺
） 

    

本
年
三
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
勤
め
ら
れ
る
別

院
春
彼
岸
会
の
法
話
講
師
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
十
九
日
に
は
釈
迦
礼
弁
当

も
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。 

木
名
瀬 

勝 

（
き
な
せ
ま
さ
る
）
氏 

茨
城
県
水
戸
市
浄
安
寺
衆
徒
。
原
子
力
関
連
施
設
の
総

務
や
病
院
の
事
務
長
を
経
る
が
、
人
生
に
む
な
し
さ
を

感
じ
大
谷
大
学
真
宗
学
科
へ
入
学
し
僧
侶
に
。
東
本
願

寺
の
職
員
と
な
り
、
三
重
・
名
古
屋
教
区
駐 

在
教
導
、

本
山
研
修
部
補
導
主
任
を
歴
任
。
現
在
は
退
職
し
、
研

修
会
の
講
師
な
ど
を
つ
と
め
る
。 

            

                             
 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 

春

彼

岸

会

（

予

告

） 

【春彼岸お斎 釈迦礼弁当― sha curry lunch box ―】 



【
奉
仕
研
修
冥
加
金
】 

一
人
あ
た
り
半
日
（
午
前
ま
た
は
午
後
）
五
百
円
、
一
日
千
円 

一
泊
二
日
は
上
記
の
冥
加
金
に
順
じ
て
半
日
五
百
円
で
計
算
す
る
。 

【
そ
の
他
実
費
で
い
た
だ
く
も
の
】 

①
講
師
謝
礼
。
な
お
、
列
座
に
よ
る
お
内
仏
の
お
給
仕
・
法
話
は
研

修
冥
加
金
に
含
ま
れ
る
。
②
シ
ー
ツ
等
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
千
円 

③
食
事
代 

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 

   ―

一
月
の
別
院
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
・
御
門
徒―

 

第
十
七
組
光
照
寺 

匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
二
月
二
十
四
日
（
金
）
で
す
。 

   

○
別
院
書
道
教
室
（
生
徒
募
集
中
！
） 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

○
別
院
声
明
教
室 

夜
の
部
（
一
八
時
～
二
十
時
）
の
講
師
は
引
き
続
き
長
田
淨
見

氏
（
第
十
六
組
善
興
寺
）
で
す
。
昼
の
部
（
十
五
時
～
十
七
時
）
は

列
座
が
担
当
し
ま
す
。
詳
し
く
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

            

   
  ○

有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

毎
月
十
時
か
ら
、
午
後
は
定
例
法
話
を
聴
聞
し
ま
す
。 

二
月
は
年
間
計
画
を
立
て
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

○
有
志
の
会
花
講 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
三
月
に

は
春
彼
岸
の
立
花
を
行
う
予
定
で
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

○
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

半
日
の
奉
仕
研
修
等
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

             

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

つ
い
に
、
春
ご
ろ
に
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
上
の
分

類
が
二
類
相
当
か
ら
五
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
マ
ス
ク
が

不
要
に
な
る
ら
し
い
。
三
月
か
ら
い
よ
い
よ
始
ま
る
慶
讃

法
要
の
頃
に
は
、
も
し
か
し
た
ら
従
来
の
に
ぎ
や
か
さ
が

戻
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
三
条
別
院
の
諸
行
事
も
、

こ
こ
三
年
間
、
参
詣
者
が
減
っ
て
い
た
が
、
人
が
増
え
る

と
嬉
し
い
。「
収
束
」
と
い
う
言
葉
と
は
違
う
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
少
し
希
望
が
見
え
て
き
た
気
が
す
る
。 

そ
う
い
っ
て
い
る
私
は
、
声
明
で
喉
が
枯
れ
る
の
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で

家
族
か
ら
注
意
を
受
け
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
か
ら
先
駆

け
て
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流

行
す
る
前
か
ら
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。
経
験
上
、

マ
ス
ク
は
保
湿
効
果
が
あ
り
、
喉
を
保
護
し
て
く
れ
る
と

け
っ
こ
う
本
気
で
信
じ
て
い
る
。 

こ
こ
三
年
間
で
、
マ
ス
ク
を
す
べ
き
か‐

し
な
い
べ
き

か
と
い
う
議
論
が
散
々
あ
り
、
よ
う
や
く
そ
れ
が
「
し
な

く
て
も
よ
い
」
と
公
に
言
わ
れ
そ
う
な
時
な
の
に
、
こ
れ

を
外
す
の
は
な
ん
だ
か
勇
気
が
い
る
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
が

明
ら
か
に
し
た
分
断
は
、
収
束
後
も
し
ば
ら
く
続
き
そ
う

な
予
感
が
す
る
。 

そ
ん
な
こ
と
を
言
い
な
が
ら
、
知
ら
な
い
間
に
外
し
て

飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
、
楽
し
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。 

各
組
の
慶
讃
法
要
に
申
込
み
を
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

い
よ
い
よ
に
な
っ
て
く
る
と
参
拝
し
て
み
た
い
と
思
い

始
め
た
皆
さ
ん
、
三
条
別
院
で
も
大
型
バ
ス
を
一
台
出
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

（
斎
木
） 

そ

の

他

の

講

座

案

内 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

を

継

続

中 

 

随

時

募

集

中 


